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白井市谷田地区の昆虫相

雨 宮 将 人

は じめに

千葉県北部の市町村を単位とした自然環境調査は,千葉市,佐倉市,我孫子市,市川市,人千

代市,船橋市などで実施されてきたが,白井市では西白井大山口地区において実施された区画整

備事業の環境アセスメント調査などを除き,これまで体系だつた環境調査は行われていなかった,

また,自主的な昆虫相調査もあまりおこなわれていなかつたため,自井市の昆虫相調査は,本調

査をもつてやつとその端緒についたばかりである。今回の調査対象地域である白井市谷田地区は,

予備調査によつて草原性の昆虫が豊富に生息し,かつ北総地域では非常にまれなゲンジボタルが

生息するという点で,白井市内でも最も昆虫相が豊かな地域であると予測されている.

昆虫相調査において,目撃あるいは一旦補獲した後,種を同定して放逐することでも調査が可

能な分類群としてチョウ類とトンボ類がいる。これらについては,別の調査員が定期的なセンサ
スを行うことになっているので,こ こでは種として任意採集,ベイ トトラップ,ピットフォール

トラップによる採集に基づいて生息種の目録を作成した。文献猟補がまだ十分とはいえないので,

現段階では暫定的な目録として扱いたい.

1.調査期日
表 1に調査期日を示す。

表 1 調査期日

調査時期 調査期 日
昆虫類

任意採集 ライトトラップ ベイトトラップ

事前調査 2004年 6月 19日 ●

夏季調査 2004年 7月 27～ 28日 0 0 ●

秋季調査 2004年 10月 1～2日 0 ● ●

2.調査地域
調査は,本地域の環境を代表する金十広混交林,ハンノキ林,湿地,高茎草地,低茎草地の5地区

調査区を設定して実施した (図 1参照).

各地区の概要については以下に述べるとおりである。

①針葉樹広葉樹混交林

谷田地区に広範囲に分布しており,コナラ,ク リなどの落葉広葉樹とスギ植林の混交林と

なつている。樹林地の中には刈り込み車地が存在しており,それがモザイク状となつている。
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写真 1 針葉樹広葉樹混交林景観
コナラやスギなどが混生する樹林

②ハンノキ林

前述の混交林を挟んで南北に湿地が存在しており,各々の湿地にハンノキ林が分布して

いる。

写真2 ハンノキ林景観
ハンノキの生育する湿地

③湿地

混交林を挟んで南北に湿地が存在している。

写真3 湿地景観
シやミゾノバなど湿性植物が繁茂している
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図 1 白井市谷国の調査地概念図
調査地はほば, 500× 800mの 矩形で,すぐ南には北総鉄道と国道464号 (北千葉道路)
がある。北西側は,千葉ニュータウンとして開発が進んでいる.
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④高茎草地

調査地内に点在しており,ヨ シやススキ,セイタカアフダチノウなどにより構成されている。

⑤低茎草地

調査地内に,点在しており,雄肥置き場や刈り込み草地,放棄された畑地等に草地が形成されて

いる。

写真5 低茎草地景観
人為的な管理の行われている草地

3.調査方法
①任意採集法調査

各調査区において,捕虫網やビーティングネットを用いた踏査による任意採集法を行

い,生′獣種の確認を行つた。

②ピットホール・ベイトトラップ法調査

各調査区において歩行性昆虫類を対象としたピットフォール・ベイトトラップ法調査

を行い,生息種の確認を行つた。各調査区内に存在するまとまった林地や草地にトラッ

写真 4高茎草地景観

ススキなど高茎植物の繁茂する草地
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プを 20個設置し,1晩放置した。 トラップは市販の 215mlのプラスチックコップ用い,
それを地面に日が同じレベルになるように埋め,中にベイ トとして釣り用のサナギ粉を

入れた (写真 6).

③ライ トトラップ法調査

ライ トトラップを各調査区において実施し,生息種の確認を行つた。針広混交林及び低

茎草地においてはスクリーン式ライ トトラップを行つた,光源には 20Wブラックライ ト

(蛍光灯)2灯と160W水銀灯 1灯を用い,日没後から2時間程度行つた (写真 8).ハン
ノキ林,湿地,高茎草地においてはボックス式ライ トトランプを行つた。光源には懐中電

灯用の 6Wブラックライ ト1灯を用い,1晩放置した。なお,ライ トとラップ調査は近く
に街灯のどの照明がないことと,月 が出ていないことが条件である.

各調査区におけるトラップ位置は図 1に示した。

写真6 任意採集
捕虫網で飛翔昆虫を捕獲する

写真8 スクリーン式ライ トトラップ
白布の前に光源を置く

写真7 ベイ トトラップ
コップの日を地面と同じ高さに埋める

写真9 ボックス式ライ トトラツプ
狭い範囲の昆虫を集めるのに使用

4.昆虫類相
現地調査の結果,表 2に示すとおり,5日 134科 585種の昆虫類が確認された。

確認種の日別の構成をみると,コ ウチュウロ (289種)が多く,全体の約 50%を 占め,構成
の主体となつている。このほか,カメムシロ(137種),ハチロ (72種)等が多く確認された。
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確認種は多くが関東地方の平地から丘陵地にかけて一般的に見られる種であつた。各目の

概要については以下に述べるとおりである。

表2 確認昆虫類目別構成表

)′ ッヽタロ

パッタロにおいては,本調査において 13科 48種が確認された。バッタロは千葉県内にお

いては比較的よく調査が進んでおり,現在までに 111種が記録され (井上,2002),その 43%

が谷田地区に生息していることが確認された。

確認種の構成をみると,キ リギリス科 (16種)が最も多く,次いでバッタ科 (10種)が

多く確認された,主要な科の県内の種数は,キ リギリス科 23種,パッタ科 13種であり,そ

れぞれ既知生息種の 70%程度の生,急が確認された。

確認種は樹林地 (針広混交林・ハンノキ林)で 9種,草地 (湿性草地・低茎草地・高茎草

地)で 39種であり,草地で種が多く確認されたが,特にシバスズやヒナバッタなど低茎の

乾性草地に多く生息するバッタ類が多く確認された。樹林地ではハネナシヨロギスなど樹上

性のバッタ類が多く確認された。

また,カヤコオロギなど県内で生息確認の少ない種も確認された。

2)カ メムシロ
カメムシロにおいては,本調査において 34科 137種が確認された。千葉県内においては

現在までに頸吻亜目 (ウ ンカ上科・セミ上科・ツノゼミ上科・ヨコバイ上科
。キジラミ上科)

が 140種記録されており(松本,1999),本調査では 52種の頸吻亜目が確認されたことから,

既知生息種の約 37%の生息が確認された。また,異翅亜目は現在までに約 280種記録されて

おり (鈴木,1999),本調査では 85種の頚吻群が確認されたことから,既知生息種の約 30%

の生息が確認された。ただし,カ メムシロは分類学的に未整理の種も多く,分布記録も不十

分な状態であり,県内の潜在的な生息実数は増加すると考えられている。

確認種の構成をみると,顕吻亜日ではヨコバイ科 (22種)が最も多く,次いでウンカ科 (8

種),ア フフキムシ科 (7種)が多く確認された.異翅亜目ではナガカメムシ科 (16種)が

最も多く,次いでカスミカメムシ科 (15種),カ メムシ科 (13種)が多く確認された,

確認種は頸吻亜目では,樹林地 (針広混交林・ハンノキ林)で 25種,車地 (湿性草地・

低茎草地・高茎車地)で 38種,異翅亜目では,樹林地 (針広混交林・ハンノキ林)で 29種 ,

車地 (湿性草地・低茎草地・高茎草地)で 68種であり,頸吻亜日,異翅亜目ともに草地で

種が多く確認されたが,特にカメムシ亜目ではイネホノミドリカスミカメやホノハリカメム

シ,ソヤマルシラホシカメムシなど低茎の乾性草地に多く生壇、するカメムシ類が多く確認さ

れた。樹林地ではヤナギカワウンカやブチミャクヨコパイなど森林性の種も確認されたが全
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体的に種類数は少なかつた。

水生のカメムシロの種類数は6種と少なかつたが,オオコオイムシなどは湿地で個体数も

多く確認された。

また,いわゆる南方系のミナミトゲヘリカメムシやシロヘリクチブトカメムシや県内で生息確

認の少ないブチヒゲカメムシなども確認された.

3)コ ウチュウロ
コウチュウロにおいては,本調査において 45科 289種が確認された。千葉県内においては現

在までに約 2,300種のコウチュウロが記録されており (山崎,2002),谷田地区にldDl‐l知生息種の

約 18%の生息が確認された。ただし,コ ウチュウロは調査の進んでいないグループもあり,県内

の潜在的な生息実数は増加すると考えられている。

確認種の構成をみると,オサムシ科 (70種)が最も多く,次いでハムシ科 (34種),デウムシ

科 (23種)が多く確認された.千葉県内において比較的よく調査されているオサムシ科では,現

在までに290種が記録されており,既知生息種の約 24%の生息が確認された。

確認種は,樹林地 (倒広混交林・ハンノキ林)で 171種,車地 (湿性車地・低茎車地。高茎草

地)で 198種であり,草地で種がやや多く確認された。樹林地ではシロテンハナムグリなどコガ

ネムシ科やコクロヒメテントウなどテントウムシ科,カ シルヅオトシブミなどオトシブミ科など

落葉広薬樹林に生息する種が多く確認された。草地では特に低茎草地でヒメケゴモクムシなどゴ

モクムシ亜科やヒメキバネサルハムシなどハムシ科などが多く確認された。湿性草地ではコガシ

ラアオゴミムシなどアオゴミムシ亜科やキベリヒラタガムシなどガムシ科が多く確認された.

また,県内で生息確認の少ないセアカオサムシが確認された。

4)ハチロ
ハチロにおいては,本調査において 26科 72種が確認された。ハチロは分類学的に未整理

の種も多く,千葉県内における分布調査は不十分な状態であり,県内の生息実数は不明である。

確認種の構成をみると,ア リ科 (26種)が最も多く,次いでヒメバチ科 (6種)などが多

く確認された。千葉県内において比較的よく調査されているアヅ科では,現在までに 34種

が記録されており (寺山,2002),谷田地区には既知生息種の約 31%の生息が確認された。

確認種は,樹林地 (針広混交林・ハンノキ林)で 48種,草地 (湿性草地・低茎車地・高

茎車地)で 44種であり,樹林地で種がやや多く確認された。樹林地ではテラニシシリアゲ

アリやヒラフシアリなど樹上に営巣するアリ科が多く確認された。また,マツ類やスギ,ヒ

ノキなどに産卵するニホンキバチや林内や林縁部の低木などに営巣するムモンホノアシナ

ガバチなど森林性のハチ類も確認された。草地ではトビイロシフアリなど開けた草地に生′自、

する種や,キイロシリアゲアリなど車地や林内の地表都に生息する種が多く確認された。ま

た,高茎草地のセイタカアフダチノウや低墓草地の各種の車本でヒメハラナガツチバチなど

ツチバチ科やセイヨウミツバチなど訪花性のハチ類も確認された.

5)チ ヨウロ (蛾類)
チョウロ (蛾類)においては,本調査において 16科 39種が確認された。千葉県内におい

ては現在までに 1,219種の蛾類が記録されており (川辺,1999,矢野・清野,1999),谷田

地区には既知生息種の約 3%の生息が確認された。ただし,チョウロ (蛾類)は調査の進ん

でいないグループもあり,県内の潜在的な生息実数は増加すると考えられている.
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確認種の構成をみると,ヤガ科 (10種)が最も多く,次いでツトガ科 (7種)が多く確認

された。

確認種は,樹林地 (針広混交林・ハンノキ林)で 29種,草地 (湿性草地・低茎草地・高

茎草地)で 13種であり,樹林地で種がやや多く確認された。樹林地ではヨンロアシヒメハ

マキなどハマキガ科やミツテンノメイガなどツトガ科,ヨ トウガなどヤガ科が多く確認され

た。クチバスズメのように落葉広葉樹林に生息する蛾類も確認されたが,多くは食車が草本

の種が多く,森林性の種が少なかつた。車地ではシロオビノメイガやスジキリヨトウなど低

茎の乾性車地に多く生息する蛾類が多く確認された。各環境別の確認種については,以下に

述べるとおりである.

a.針広混交林
針広混交林では,88科 247種の昆虫類が確認された。

パッタロでは,ハネナシコロギスやアオマツムシなど樹上性の種やカネタタキやササキリ

など林縁部などに多く見られる種が多く確認された,

カメムシロ (ヨ コバイ亜目)では,アブラゼミなどセミ科が高木を利用しており,低木や

林縁部ではアオバハゴロモなどハゴロモ類,シロオビアワフキなどアワフキムシ科,ツマグ

ロオオヨコバイなどヨコバイ科が多く確認された。

カメムシロ (カメムシ亜目)では,オオ トビサンガメやオオクモヘリカメムン,セアカツ

ノカメムシ,エサキモンキツノカメムシなど広葉樹林に生息する種が多く確認 された,ま

た,林縁部ではヤサハナカメムシやホノヘリカメムシなどが確認された。

また,南方系のミナミトゲヘリカメムシも確認された。

コウチュウロでは,樹上部でヤホシゴミムシやコフキコガネ,ヤマ トタマムシ,ヒ メアカ

ホンテントウ,ムンクノハムシ,カ シルリオ トシブミ,カ シワクチブトゾウムシなど広葉樹

林に生息する種を中心に確認された。林床ではクロツヤヒラタゴミムシやセンチコガネ,オ

オヒラタンデムシなどが多く確認された。

ハチロでは,針葉樹林に生息するニホンキバチや広葉樹林に多く生息するムモンホノアシ

ナガバチ,コマルハナバチなどが確認されたほか,テラニシシリアゲアリやヒラフシアリ,

ヨンボシオオアリなど樹上に営巣するアリ科が多く確認された。

チョウロ (蛾類)では,オオバコヤガ,ヨ トウガなどヤガ科が多く確認された,スギを食

樹とするスギカサヒメハマキなども確認されたが,全体的に森林性の種は少なかつた,

b.ハンノキ林
ハンノキ林では,52科 ■4種が確認された。

バッタロでは,コ ロギスやアオマツムシなど樹上性の種やケラやヒメギスなど湿性草地に

多く見られる種が確認された。

カメムシロ (ヨ コバイ亜目)では,ヤナギ類を寄主植物とするヤナギカワウンカやバラ科

樹木を寄主植物とするリンゴマダラヨコバイなどが確認された。また低木ではアオ
バハゴロ

モなどハゴロモ類が多く確認された,

カメムシロ (カメムシ亜目)では,ヤナギやハンノキなどを寄主植物とするヒョウタンカ

スミカメや, ミズキなどを寄主植物とするエサキモンキツノカメムシなどツノカメムシ科が

確認された.

コウチュウロでは,樹上部でヤホシゴミムシやノコギリクワガタ,キイロテントウ,ハン
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ノキハムシなど広葉樹林に生息する種を中心に確認された。林床ではヒロムネナガゴミムシ

やコガシラアオゴミムシなど湿地性のゴミムシ類が多く確認された。また,キベヅヒラボガ
ムシなど水生のコウチュウ類も多く確認された。

ハチロでは,テラニンシリアゲアリやヨツボシオオアリなど樹上に営巣するアヅ科が多く

確認された。

チョウロ (蛾類)では,モンシロルジノメイガやナシモンクロマダラメイガ,クチパスズ

メなど落葉広葉樹を食樹とする種が確認された。

c.湿地
湿地では,47科 ■0種が確認された。
バッタロでは,クラやヤチスズ,ヒ メギス, トゲヒシバッタなど湿性草地に多く見られる

種が確認された。

カメムシロ (ヨ コバイ亜目)では,湿地のイネ科車本を寄主植物とするテラウチウンカや
イネマダラヨコバイなどが確認された。また,低木ではアオバハゴロモなどハゴロモ類が多
く確認された。

カメムシロ (カメムシ亜日)では,ヤナギやハンノキなどを寄主植物とするヒョウタンカ
スミカメや,イネ科草本寄主植物とするキベリヒョウタンナガカメムシやクロアシホノナガ

カメムシ,タデ科値物を寄主植物とするタデマルカメムシなどが確認された。また,水生の
カメムシ類ではオオコオイムシが個体数も多く確認された。

コウチュウロでは,コキベリアオゴミムシなど湿地に生息するゴミムシ類が多く確認され

た。また,水辺の砂泥中に生息するタテスジナガ ドロムシやイネなど水生植物を食草とする
イネミズゾウムシなど湿地性種も確認された。

ハチロでは,シフクシケアリやアミメアリ,シベリアカタアリなど石下や朽木中に営巣す
るアリ科が多く確認された。

チョウロ (蛾類)では,ハンノキ属を食樹とするコスジンロエダシャクやクリ,コナラな
ど落葉広葉樹を食樹とするムクゲコノハなどが確認された,

d.高茎草地
高茎車地では,68科 181種が確認された。
バッタロでは,ク サヒバリやカンタン,セスジツユムシ,ツチイナゴなど林縁や高茎草地

に生息する種が多く確認された。また,ウスイロササキリやショウリョウバッタモ ドキ,エ
ゾイナゴなどやや湿つた草地に生息する種, トノサマバッタやクルマバッタモ ドキなど開け

た草地などで確認される種など多様なバッタ類が確認された。

カメムシロ (ヨ コバイ亜目)では,コブウンカなどイネ科車本を寄主植物とするウンカ類
が多く確認された。また,ツマグロヨコバイなど草地に多く生息するヨコバイ類も多く確認

された。

カメムシロ (カメムシ亜目)では,ヒ ゲナガカスミカメやクロヒョウタンカスミカメ,ホ
シハラビロヘリカメムシなど林縁やマント群落などで多く見られる種や,ハネナガマキバサ
シガメ,ク モヘリカメムシ,シラホシカメムシなどイネ科草本の多い草地で多く見られる種
が確認された。

コウチュウロでは,マメコガネやホツクビアリモ ドキ,コフキゾウムシなどマント群落な

どで多く見られる種,コアオハナムグリやブタクサハムシなど高茎の車本に見られる種が確
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認された。地表部ではクロナガオサムシやセアカヒラタゴミムシ,ク ロツヤヒラタゴミムシ

などオサムシ科が多く確認された。

ハチロでは,セイタカアフダチゾウの花穂にヒメハラナガツチバチやセイヨウミツバチな

どが多く確認された。また,キイロシリアグアリや トビイロシフアヅなど車地に多く生息す

るアリ類が多く確認された。

チョウロ (蛾類)は,特に確認されなかつた。

e.低茎草地
低茎草地では,75科 272種が確認された.

バッタロでは,ク ダマキモ ドキやササキリなど林縁やマント群落などで見られる種やケラ

やヒメギスなど湿性草地に多く見られる種,シ ョウリョウバッタや トノサマバッタ,クルマ

バッタモ ドキなど開けた草地などで確認される種など多様なバッタ類が確認された。

カメムシロ (ヨ コバイ亜日)では,オオヨコバイやンマグロヨコバイなど草地に多く生息

するヨコバイ類が多く確認された。また,セジロタンカなどイネ科車本を寄主植物とするウ

ンカ類が多く確認された ,

カメムシロ (カメムシ亜目)では,イ ネホノミドリカスミカメやクロアシホソナガカメム

シ,ホ ノハリカメムシ,アカヒメヘリカメムシ,シラホシカメムンなどイネ科車本の多い低

茎草地で多く見られる種が確認された。

コウチュウロでは,ヒ メケゴモクムシなどゴモクムシ類が多く確認された。また,ヒ メキ

バネサルハムシやヒメドウガネ トビハムシなどマメ科植物を食草とする種など草地に生息す

る種が多く確認された。

ハチロでは,各種の車本の花にとメハラナガツチバチやセイヨウミツバチなどが多く確認

された。また,ク ロヤマアリや トビイロケアリなど開けた草地に生息するアリ類が確認された,

チョウロ (蛾類)は,シロオビノメイガやベニヒメシャク,ス ジキリヨトウなど低茎草地

に生息する蛾類が多く確認された,

5.注目される種
現地調査の結果確認された種のうち,注目される種として,天然記念物,保存に関する法律 ,

いわゆる環境省 。千葉県指定の RDB種のそれぞれに該当するのは 2日 6科 6種が確認された。

表 3 希少昆虫類確認種リスト

目 科 種

選定基準

天然 保存 レッド 千葉県

′ヽッタ マツムシ カヤコオロギ A

キリギリス クッワムシ C

′ヽッタ ショウリョウバッタモドキ D

コウチュウ オサムシ セアカオサムシ B

ガムシ コガムシ D

タマムシ ヤマトタマムシ D

2日 6科 6種 0種 0種 0種 6種
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表4 希少昆虫類の選定基準
項目

凡 例
選 定 根 拠

天然 目指定天然記念物

保存

「絶滅の恐れのある野生動植物の種の保存に関する法律 (1992,法律第

75)」 の指定種

レ ツ ド 「レッドリスト 昆虫類」 (環境省編 2007.10.5.修 正版)
IA類 絶滅危惧 IA類 :ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高
い種

IB類 絶滅危惧 IB類 :IA類ほどではないが,近い将来における野生での絶滅
の危険性が高い種

Ⅱ類 絶滅危惧H類  :絶滅の危険が増大している種
―
T
生
葉県 千葉県レッドリス ト動物編 2006年改訂版

A 放置すれば近々にも絶滅,あるいはそれに近い状態になるおそれがあるも

の 。

B 放置すれば著しい個体数の減少は避けられず,Aラ ンクヘの移行が危惧さ

れる種

C 放置すれば個体数の減少は避けられず,Bラ ンクヘの移行が危惧される種
D 放置すれば個体数の減少は避けられず,Cラ ンクヘの移行が危惧される種

a.カヤコオロギ

千葉県レンドリスト動物編 2006年改訂版 A 最重要保護生物
チガヤの茂るような比較的乾いた自然度の高い車地や牧草地にまれに生息する。生息地では

群生する傾向がある。県内では船橋市,君津市から記録があるのみで少ない (千葉県環境部自

然保護課,2000).本州,四国,九州,伊豆諸島に分布 .

谷田地区では低茎車地で個体が確認された (谷川,未発表).

b,ク ツフムシ

千葉県レンドリス ト動物編 2006年改訂版 C 重要保護生物
県内では内陸部の丘陵地帯を中心とした雑木林や河川敷の藪などに生息するが,県北西部の

都市では高茎草原や雑木林の減少などの環境変化によつて減少しつつある.福島県南部以南の

本州,四国,九州,対馬に分布 .

調査では低茎草地で個体が確認された (谷川,未発表).

c.ショウジョウバッタモ ドキ
千葉県レッドリスト動物編 2006年改訂版 D 一般保護生物
成虫は8月 頃から現れ,ススキ原などの車原に生息するが,時に牧草地や畑の近くにも生息

する。県内では 19市町から記録がある.本州,四国,九州に分布 .

調査では高茎草地,低茎草地で個体が確認された。

d.セアカオサムシ
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千葉県レッドリス ト動物編 2006年改訂版 B 重要保護生物
成虫は土中や石下などで越冬し,翌春現れ初夏の頃から産卵し,幼虫は夏現れてヨトウガな

どのチョウロの幼虫などを好んで摂食する,河川敷や乾燥した砂地や草原を主な生息地として

いる。県内では沖積低地を中心に生息が確認されている。北海道～九州に分布 .

調査では高茎車地,低茎草地で個体が確認された,

c.コガムシ

千葉県レッドリスト動物編 2006年改訂版 D 一般保護生物
水生値物の生育する池沼,湿地などに生息する。分布域は広く平地から出地まで生息してい

る。県内に広く生息しているが,県北部からの記録が少ない。北海道～九州に分布 .

調査では低茎草地のライ トトラップで個体が確認された ,

f.ヤマ トタマムシ
千葉県レッドリス ト動物編 2006年改訂版 D 一般保護生物
平地から山地のエノキなど食樹のある樹林地に生息する。千葉県内では,ほぼ全域で記録され

ているが,食樹の減少などにより,少なくなつている.本州～沖縄に分布 ,

調査では針葉樹広葉樹混交林で個体が確認された,

6.引用文献
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377～ 391.千葉県,千葉 .

川辺 湛。1999。 千葉県の小蛾類.千葉県動物誌 :326～389,文一総合出版,東京 .

鈴木 裕.1999.千葉県のカメムシ類.千葉県動物誌 :261～287.文一総合出版,東京 .

財団法人千葉県環境財団 (編).2006.千葉県の保護上重要な野生生物千葉県レンドリス ト (動

物編)(2006年改訂版)。 千葉県環境生活都自然保護課,千葉 ,
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ブックー動物編.千葉県,千葉 .
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の動物一 :523～529,千葉県,千葉 .
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矢野幸夫・清野元之。1999.千葉県の大蛾類.千葉県動物誌,pp.340～ 415。 文一総合出版 ,
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7.環境別確認種リス ト
以下の表のようである。
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No. 目・科・種名    1       種の学名
'十

万ヽ ハンノ君 湿 地 高茎 低茎 千葉レンド
バッタロ
コロギス科

′ヽネす う/コ ロ千ス            1/VんDttrデfrroFpr rFtFど 49rρ Jf ●

コ ロ ギ ス                    I角 り ,っDr9F′ 1/′ 力 rrデ t「  yFIDOカ メr, 0
カマ ドウマ料

'デ

F4オえρmmo刀 2 坊ゎっ,デ′刀 D

ケラ料

4 ケ ラ Fr′′′Dと,/D9 FrJttfつ ´ 0 ● 0
コオ ロギ灘

馬 ンカ ドコオ ロギ

6 モ リオカメコオ ロギ とっχοb′ p肋″Lrs ,/7′ ,sどry s ●

7 シパ スズ ′ra電
"θ
″。うデコす″デイβ」ο ●

8 マ グ ラスズ Pとθ′ο,G,oうゴJs ,ゴ
=roFa∫
♂ゴθォLr_f

9 ヤチスス ″どβr6打 emOうれκ っ力″2εカデ 0
エ ンマ コオ ロギ 7´アFjつゴ′′アア〃, p切″刀 ●

l ツプ レサセ コオ ロギ 陶′arifiθ ォorLrd″ 」身彦どb
ヒバ リモ ドキ科

クサ とノミリ テ坊ォ″オ′デ♂っ,デ r/デ r/2P みデF/P,rデ r9ォ′″″ 0 0
ススムシ科

スズムシ 励 οθοFrガ′Lrd 燿つ0′,′ rLr_F ●

マ ツム シ科

アオマ ツムシ どを′ИDι OttrrDr/d カゴbゴヵο″デょ 0 ●

カヤ コオ ロ千 RIIAr r″ ′́′■ 力,つ ,デ′″■ A

カネ タタキ料

カネ タタキ 併 !ュθbデLrd ″勃θ ιzPど 2′J 0 0 ● 0
カンタン科

カンタン pFar'カオカ〃, デっ′,rrデ ry7′′r/2 0 0
キ リギ リス料

セス ジツユ ムシ 18近♂θιカ  カDOy7デ随 0
クダマ キモ ドキ I刀笏アゎr・カメっォ, あっっ71デ r/P
ツユ ムシ P/77/PFr9っ ォtPra乃′θコ拷 ●

クツフムシ //FrOつ 0どa JJ′っっ0,9/P∫ゴd
コバネ ヒメギス Chデ zコθゴノ2 みっヵヵρと,
ヒメギス をbうゴβηβ カメ″θ ● ●

フキ リ Яθなどゴ盛ぬ ゴz7 0rゴ p,ι zPノ デ, prデpη 2́メデf 0

'ス イ ロササキ リ おbヵっr,′ ,力,/′ぇぐ rカ デ,ρヵぐデ,

キ リ aω9。θ3議9′′♂ぞ′aどデβιrrs
コバスササキ リ rn/1rD/● /JDん,' ●

ぶシササキ リ ιb"οε♂D/7β /Lr S力 ,♂〃′,オ r/f 0
βわ,っrρ PJ力,アryf″ /・ ア,, 0

3υ I ビキ ツキス frκ ttοσθDttF“ ォカtry7ber質主
31 ヒメクサキ リ 1刀ι″οrοひό /D/7ETJ んzο働り∫ゴJ
クサ キ l μ♭″ο

「
ο♂or拗切仇Jd ゴゴbヮθοdυ♂ ●

ウマオイ Hoxa♂ rD7Jとri」s '2っっ,デ♂1■ξ デ2Dつ刀デrr/S ●

オ ンフバ ッタ T・I・

オンフバ ッケ たと距 ♂どのヵrD'β ′コオβ 0 ●

シ ョワ リョワバ ッダ 潜ひrゴカ ιゴb,どメθ2
デDDr/●  brfプヵヵっど,

膀 fオ″デ″ρ rFr上 ,力ηオ″つr/Pオ互F

モ 6ω″」sιβ う」♂0ど Or D

frrDヵビ0′。ど,どとデ/ おDοヵデr〃∫ デβDOカデιr/f
rppr/4′ ,〃. デヵFp´ヵ́ ′デ,

コ ′` rJ/7r. ′β夕っρ力く
'

●

マ
pρ″ηヵめr/デぐDJl crJナ /1″ r・ちデ

物どantta /2paり ′♂β 0

シ パ

ヒシバ ッ }デO ιθどをゴ/ 万aDOヵデf〃♂ ●

ハスナ ガヒシ′ヽ ッタ ′朽D,raど,オ どデ/ デヵf〃ノ刀′デ
`

コバネ ヒシバ ッタ 月わ乃″っく,ォβオオデ/ アテ′1/49オ″F
、ラ ヒシバ ッタ ル ιrrメ カつ0カゴ″ ●

カメムシロ
ヒシウンカ料

ヤ ナ 平 功 ワ F/ツ 労 ガ/PJ96・ ′〃♂rttraι r10r ●

Popどadど■riどゴ」d をっデο彦ゴゴI「 ● ●

ウンカ料

ホソスジナガ ウンカ テ才F77,arpヵ」s θ力θ,z力っtreヵ,デす
テラ ウチ ウンカ ЛθrFyD'デロ,t9 ,デ,々,′ f9′ゴ♂ ●

ダケ ワンカ 8膨a″ォげミЯ

セ トビイ ロウンカ

セジ ロウンカモ ドキ So=aと,′′口 ′oB々ゴFprcブ fera
シロウズ ウンカ ん rr9ぼёぅ力θ防
コプ ウンカ rrOD′」。f。っカコカ br助ヵθ,っ,″,,` ●

セジロウンカ SoEaι ,7ノa Ftrrσデrと,コ ●

ハス 十ガ ウンカ科

カハネナ ガ ウンカ Dっアデイ′′ぐ ●
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No 目・科 '種名 種の学名 針広 ンヽノ虫 湿 地 高茎 低茎 千葉レッド

グンパイ ウンカ科

タテス ジグンパイ ウンカ τぢιυゴ′ゴθ 1/ゴどιβォβ

Fa ヒラタグンバイ ウンカ tみミミっデr/p` ノデrJpr9オどf
ア オ ′ ハヽ ゴ ロモ 料

アオバハ ゴ ロモ FPデ 4「力z● ″デf´デ′,4オ デ,■ ,″? 0 0 0 ● 0
ハ ゴロモ料

ベ ッコウハ ゴロモ OrosattIIzP 'lβ DOJ7′ εどd ●

ア ミガサハ ゴロモ ρわr力,タデ/● ,デうoヵけ′〃′,′ヵ

セ ミ科

アプ ラゼ Graっ とっDSa′ tryコ  ,デxlroFyT♂βι♂

６７

一
６８

ゞン ミンゼ ミ 0カ♂0を r12DzPJPa ″♂OLry♂ 4ゴ♂0ノ′デs
イエイ‐IPゞ ″アコオ1/D′ r・〃ォη ′,pypDFp′ デ

ヒグラン ア浄″,β  を,ontPPs,, メβつOnen♂ゴ♂
コガ シラア ワフキ科

コガシラア ワフキ Ittbsrr9rra βξ,力″デ′ゴξ 0 0
ア ワフキムシ料

シロオ ビア ワフキ ●

イングア フフキ Иっ力rοっ力oraゴ d/Jデβbθ
モ ンキア フフキ アD/Prottor2〃 コior
ハマベ ア ワフキ アD/J´ OD/JOttβ ″夕′デど,力 r9 0 0
ヒメモ ンキア ワフキ ИDカテャっD力っヵ留 河r負,949 0

ホシア ワフキ /rDヵ′っヵヵっぇρ F′デ′′デr, □ ●

クロス シア フフキ ′

"rp》
誠aI′ゴケ拷′β

ツ ノゼ ミ科

トビイ ロツ ノヤ 力劣r・力,p rDォ 7PI″f cデカデ″デr・″ ● ●

ミミス ク とθ」ra 2trどデォJAβ

ズキン ヨコパイ PrD/r′ ′″っ′デヵ,G trデォ′デ′っアメ,`

rattaronlaxttT,一―お凰 /a々,」働ゥェコ∫ュ

ツマ グロオオ ヨコノミイ ありぢ力́ οFοヵメコ Fary・r/11デ刀9zP 0
オオ ヨコパイ ″ε2】θゴ′a ′ゴrデゴデξ ●

マエ ジロオオ ヨコバイ 9′′a FIおオa″θヵ才コ́ デ, ●

アオズキ ンヨコバイ ′ryl,p″っ′D力〃tl力ry/7r/1′,
フ子 ミヤク ヨコパ / Dttbθttvs,ゴ康■eenOraォv♂ ●

ホ シ ヨコ′ヽ / 夕猪ぐナぉ/・ p rl力刀メ″ぐ デっnぅ rl, ●

ヒシモ ン ヨコバイ ″ s/7,功〕9阻c`っゴ/2 rr/s

イスマ ゲラ ヨコノ` / Pr7rデ メデ, ●

ベ ニス シ トガ リヨコパイ |びど財疵肪β′υ♂ rEPbr・o′力翻 れrs ●

ヒ トンメ ヨコ′` イ 月,′οttοケθιどJ/θ rθ′9ps ●

オオ トガ リヨコ′ヽ イ I Doraを ど′■■ζ 巳r機ど,∫ ●

卜刀 ツ ヨ コ ハ イ |力り四βιyゴ′″β ρ́ Or/Lrθ どβ
ツマ ク ロヨコ′ヽイ /FpD力っιF・などデ/,デ打rオ デrrjDt 0
リンゴマ ダラヨコノ` / 彿 デ,ヵォ,■, デ■カメガ坊々 ●

シラホ シスカ シ ヨコノ` イ 鹿β》 0ゴゐ Lra Fpsガ 7踏
IMetalinnus源 ミbD――r蔵 ιコ′■鵡 trd fa 0
Psammotettix滉重θD―一莉醸 彰

"筋
め′,オオデ/,れ 0

ヨツモ ン と メヨコ′ヽ イ 局″JDy7fr,氏AryP ダitthnオ 7・P

キ シラ ミ料

ク ワキジラ ミ 4″9瑠ηθVra″Or′ ●

イ トア メンボ科

0 0

カタ ビロア メンボ料

ホルパー トケシカタ ビロア メ ″Cr07θ′デβ 力οr′βォカゴ ●

ミズギ ワカ メムシ科

ミズギ ワカメム シ δぢ′加 β sa′ 才β ttorェβ ●

コオイ ムシ料

ナナコナ/ム シ ,デ D′っ刀rr・力″fヵ2元,ォ a

ズム シ瀞

ラヽグ ロコ ミズム シ 5=々a豫 ,デ慮o761pと瘤′ゴす ● ●

マ ツモム ン科

汀所 命rJD■ つ29,2財 2r♂ ,■ ,, 0
カス ぎカ メムシ I」I

ヒョウタンカス ミカ メ Pデダゎ′坊D「Jκ c,ォ〃アD ● ● ●

ク ロヒョウタンカス ミカメ Pi■α

"ο

コぉ ど
"ゴ
θvJ 0

コ ミ ドリケ ビ ビカス ミカ メ 92/J7D1/7〕
"″

♂ 》力働
`θ

0

ケフカアカ ンヤカス ミカメ 0

ウスモ ンカス ミカ メ 4ユθ′D力ο♂9ry♂ de騒ブs,v∫
ウスア カカス ミカメ 4どo′》  οfοrゴs Dゴ♂θοすθぢο∫r7d

すカク ロカス ミカ メ
`】

o′働bοθοrメ∫ dどどLJra′ゴd
ヒゲす ガカス ミカ メ 〃Jraノ D/Pつ rつ′デ,F・ ′′方 ノ,`DF】ρ夕,っ

コアオカス ミカメ ι rF″誠■, 力♂oru級
ツマ グロアオ カス ミカ メ ′F00�■f `D′″つ′βθ

‐
r3つ ,オデ,わFD,′ メデ〃デ/1F´

アカス シカス ミカ メ frF,っ かκ rtュみ乃,′デォ′,4′ュぐ

ウスモ ンミ ドリカス ミカ メ 冗彦ンダつ´デ′Fais,,ア メデryr′ ア〃f
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No. 目・科。種名 種の学名 針広 ハンノ裁 湿地 高茎 低茎 千葉レッド

イネホ ン ミ ドリカス ミカメ T7・デ♂つ力っォ′′′/f rDβ /,,お ,デ r9/Fryp ●

マキバサ ンガメ料

122 ハネナ ガマキバサ シガ メ μ身んデく ぐォ/1ヵDFp ● 0

ハす カ メム シ釉

ヤサハナ カ メム シ わ
"/Jデ
βreど, οうoじLrryど 0轟す ●

グンバイムシ科

オオ ウチ ワ//ンバ イ 全ヮ刀ナ,/・ ,r7a′  デ2月 nη デ

キクグンパイ

ヒメグンバ イ r//・ ァρ′デォnt「  r/pち デ 0

サ シガ メ科

ハネす シサ シガ メ rD´,ヵLlf r/デ ア2ォ2をLrd ●

オオ トビサ シガメ rcレpr/rA rJれ trr〃/y′
`

0 0

クロサ シガメ P9iraォθ♂ σィヵOオブ′θ″どrメ ,
キイ ロサ ンガ メ Sirと力初ω 2コガD徳

す ガカメム ン科

3 ム ラサ キナ ガカメムシ Pガ誠長tys ″
"

a

YVR,どれ, An ●

コバネす ガカ メムシ
'JpDrD力

つDオ,rT′, D,ア メデD,台 0 ●

ヒメオオメナ ガカメムシ trEPO♂ 9rFS つ事O ιθv,
オオ メナ ガカ メムシ Pデοcοr」す ,arivs ● ● ●

ヒゲナ ガカ メムシ ユじ力rFrOJ9オカβ a/Jどθヵ′,β ′β

〃rldibanera ュ刀t・οヵ∫Dデど(■底
キペ リヒ ョウタンすガカ メム J げ′デ〃デ″′腔P/9 ′,オ rD rrTメ デf 0

チャイ ロナガカメムシ
'Vttο
′θ洵り,θrrd JFP′′F9,デ ●

モ ンシロナ ガカ メム シ 鈴″t9crds a′ うo罐θyrコιLJd
/ロ ヘ リす ガカ メムじ Pandor■■s デaDorJ ratld ●

2 ′坊rD2デ r/h・ どrr● ,デ /ゴ命
アロア シホ ンナガカメム シ

=aRカ
メ′, '9ア typtrs 0

Iとと ウスチ ャヒ Jウ タンナ ガカ メツ Rema〃′ゴρrpr7ヵ2 F/′′デDaC
/rチゴチ どす ガヵ メ

『
′デ∈雨Aオつ″rDオ rrp 7,ヵデr〃′,ォ拗″

コノ`ネ ヒ ■ウケンすガカ メム£ Яみ●D力っ″デヵチF● IP′ぐ 0
メゲカナ ガカ メムシ澗

メダカナ ガカメムシ J/脇υ′ゴoDd Fa′ ′ax ● 0 0
茉 /゙サ,哉 入→慰

ク ロボ シカ メムゞ P′′́ /jDrrDオデく (デ刀′胸オ 0
ナナ木 シカ メムシ劇

ヒメホ シカ メム シ P力 rs9Dθ′′β ひゴ
"θ
どデσο′ゴゴβ ●

オオホ シカ メム シ なコ Fどどとな

クモヘ リカ メムシ とODι OθOrisa Dり incjpsゴす 0

よソヘ リカ メムシ 7デυιOrど′
` 
♂ノf97β  ιυS ●

ヘ リカ メム シ料

本オ ス キ カ メ ム シ なoA力 と力D′っ′デ, ,っ P・r/デれ■, ● ●

オオ クモヘ リカ メム】 汀naιttnを力οひο′」d d″ゴ乃
"た

ホ ンハ リカ メムシ Vrarryq力 ′力r′ デFrr″

ヽリカ メムシ じ7,ど trs sch轟ゴゴをデ

ラヽ ビ ロヘ リカメムシ 力り
"り
θOθ9rys Frrβ ど,ιrrs ● ●

ホ シハ ラビロヘ リカメムシ ″あ″っρっrprrrc ″ヵデD〃力rをカオr/● ●

ツマ キヘ リカ メムシ V7Fメロr/7F」 βノ οpaσ彦 0

ミナ ミ トグヘ リカメムン 酵arabbsyllLrd dDinο ∫Lrd

ヒメヘ リカ メムシ料

アカ ヒメヘ リカメムシ PみっD7● /′rtl r′ acr・ヵ′刀オPア ,`ノ  笏ηおf//2′〃I「 ● 0 0

プチ ヒゲヘ リカメムシ fォデrたっヵメρ″刃ァ, D′′力rr,ォっヵ,′ ,々ヶG′′F 0

マル カ メムシ科

タデマル カ メムう ♂♭D′ο
`oma oar″

ゴDゴεど,″ B

マル カ メム シ VF●ZЯ rわヵr, D″ヵr′,ォ デFゃデ
"身

0 ● ●

ツチ カ メム シ科

ヒメツチカ メム

マル ツチカ メムシ ″げc珀つ譲usヵメ匿■オVS
ツチ カ メムシ ″彦θrο,σ′ιv, アロρO′

'θ

/P,メ ♂ 0 0

ツボ シンチカメム ン И】p″pr4rd とrユFyォどυ′f/d

カ メムシ澗

クロカメムシ (イ ネ ク ロカメ ミcDォデヵっD力 FI■
' 
′r/rゴr/a

ウズ ラカメム シ ガ,デデ, デデρちρrデ
プチ ヒゲカ メム こ 勿 ′′♂prFs う,ひθβ′tr/7

ナガ メ Fvrぃdema ru芝oすコ ●

トゲ シラ本 シカメムシ 身 s,「σοr′ s ,9,θ じs
ツヤマル シラホ シカメム ン (ど 7tarrpr,ξ β′,″〕″′rF7 ●

'米
シ カ メ ム シ π7eF″で0´デs yen滋哲h

ツヤ アオカ メムゼ 何 ,7θ fコ d d′うつ伽♂ιIP′υ,

クサギカメムン VB′ 7働″οr,力β ,デひys a ●

ア クサカ メムシ にo2ar9 月ヵ′,ヵヵ2を, ●

・ モ ンジカメムシ

チャパネ アオカ メムシ pravFゴ
, s庁コ′ゴ 0 ●

シロヘ リクチプ トカ メムシ 4ヵ」P・rl′′trs sD工れゴrFe,s

ツノカメムシ科
セアカツノカ メム シ 汀優朔 ど力Oso配 掩 刀打 OFPr/Ja ● ●
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No. 目・科・種名 種の学名 針広 ″ヽンノ云 湿地 高茎 低茎 千葉レッド

18C

184

ヒメハサ ミツ ノカメムシ 汀r刀ヵたんoFp″″ FbrFデ r〃 /Д ●

アオモ ンツ ノカ メムシ Fア J7ミ酪 ●士rjオカ′上■ ,″カデプ肛G ●

エサキモ ンキツノカ メムシ ЙdrraFp力9 θsミたデゴ 0 0
コワチ ュワ日

ハ ンミョ rノ料

エ リザハ ンミョウ デrデカr/F● ア́ 'デ デ●2, pノ デfr9FD ●

トウキ ョウヒメハ ン ミョウ デカr/Fa′ , 4々9ア,P, ′ρr/Dρ刀,デ ( ●

オリ■ムう/不半

ェ ゾカタビロオサ ムシ 9期に沼′ゴとβ θカゴ
"endθ

0

アォォサムシ 勿rabrrd ゴヵょLガゴじ07β 工hd」′ゴσο′B

セ アカオサ ムシ VFpデ ry7″2みryf ォ″みprr〃 /っ fry II ●

クロナガオサム シ ιFD力 Cコ rF7う 9J Oroど ,rこと,, prorerLJFVi 0

ヒメヒ菫ウタンゴ ミムシ Gユ∫7デ,β 力′DoJpFy7,デS 0

ヒラタキイ ロチ ビゴ ミム シ TP/Dr・ ん″ぐ IF■lyl′ ,/1デ ″ぐ, pDカ メDDデ〕ォ″ぐ

ア トキ ミズギ ワゴ ミムシ ηρ″】デ″デ/J刀 ●

ア モ ン ミスギ フゴ ミム シ
=β
初ケデ″テっ″ ヵデ/っォデrど〃″ みβォβ,デ ● ●

キイ ロマル コ ミズギ ノゴ ミム う巳■ttDhrOつ」ξ 力 どゴすoメ /7Vす

ウスオ ビコ ミズギ ワゴミムシ Pa/B raθヵl・s ,θ rデθβヵ,
ヨツモ ンコ ミズギ ワゴミム シ T´β力7tr■2 ′2θどゴfit・を

ヒロムネナガ ゴミム シ P′ p rDF′ デr/Pryf r/1′ノrデ f ●

コガシラナ ガゴ ミムシ ′ιθrοsどゴ働

'ys″
ゴcroθθ肋ウβ′μs

キンナ ガゴ ミムシ フオβP・rl tナデ/・ /1″ぐ nア

202 ヒメホ ソす ガゴ ざム こ 'rF●
「
Dすデr力 r/c rDォ ryJJr/2刀 pr//r/41 0 0

203
204
ムラサ キオオゴ ミム シ 抒ゴFO″OFna才力β θoreana ● 0
スジヒラタゴ ミムシ 4Faη肋′rrak凛■っ 0 0

ンサイ ヒメヒラケゴ ミム こ ズrrD″P/2 fβ〃′D士デυつf ● ●

:ア カ ヒラタゴ ミム こ ,bア デ′力″, 力,ア ratt qデ f ● ●

20τ オオ ヒラタゴ ミムシ 2,ど
",コ
d随朗 vs

ニ ッポ ンツヤ ヒラタゴ ミムう F/7,rrf力 L/f βgo,ar/S

マル ガタツヤ ヒラタゴ ミムシ ∫勁〃r/PュT ,ヵ,r/Bとデどっ′′ゴξ 0

クロンヤヒラタゴミムシ dヵηvσ力vs cyc′οJ9rfPs
オオ ク ロツヤ ヒラタゴ ミムど f′,〃r力″F ,デオデr/1′ tr

マル ガ タゴミム シ 猛μβぉa θヵ,ィ θメ′θ♂ ●

オオマル ガタゴ ミムシ 筋 ara F′
=♂
ヵとθβ

ヒメツヤマル ガタゴミム E 汀p/9ぉヵ ヵデDDDカデr,
21ら コマル ガタゴ ミムニ 汀ヵ,ォ2 ■,′″Dメ デrデr/ppF
21SI 本 シ ボ シ ゴ ミ ム シ 汀ヵデ■っ〃坊′士rア′rc D′′ヵrオ ,オデpF●カカデ

217 ゴミムシ ガ″ゴsoJ歩ひど′′Lrd Jゴ
=,β
をvd 0

2181 ヒロゴモ クム E r/2rrJp/f/t rっ rDD´Dfrys

,191; ‐ズケ ゴ千 ケム i 7prpaFvs θοds
ケ ウス ゴモ クムだ

ヒメケ ゴモ クムシ ,″r/Jrρ X・ デ ●

ク ロゴモ クムシ VarDB′′す刀ゴゴ電aむands
ヒラタゴモ クムシ 力佐rDa/ど , D/rtど 勇ηοιL/●

ウスアカクロゴモ クム シ //JP洵り,ア′′F cデ ,デ r′な 0

225 コゴモ クムシ ア″F ナrデ r/F●″●
226 キイ ロチ ビゴモ クムシ 4●・uDβ′DVd 」″oryP,才 tys 0

ク少7 キベ リゴモ クム i 汀,っD/っどFIカメ〃命 ♂7r9カ psren`

アカク ビヒメゴモ クムシ Bratr′σθゴゴvs ゴ,θιゴσοfοr
リマ メゴモ クム J ぐナrjヵ /1′ r● f●ん′′ぐ ガデ′′ゴ ●

ツヤマ メゴモ クムシ ,ど9pο′ο)'vs ゴr′′ゴθο′οr ●

クロサマ メゴモ クム シ ぐチr・ヵrl/rD PI/J′κ ″ 0

ク ロズカタ■バ ゴミムシ 跨が sとθr"ゴに■■♂θっ
`

ヨツモ ンカタキパ ゴ ミム ン 】βどroιθr prθヶy, ●

スナハ フゴ ミムン 戌ゴD′οど力θゴ′β θ′aη tta′, 0

,RAl ア 功ガ女 アナ ゴ ぎム i 勝 /ヵβ,デ〃f′力,わ rtl〃, ●

コキベ リアオ ゴ ミム シ Ch′コeaゴ vs cュ rθ Lryp」ぢιIP,

,■ 71 ヒメキベ リアオ ゴ ミム こ ι力′コ例η′vs PrPOつ∫

オオア トボシアオゴミムシ ♂み′βθ″′Lrす ″」θ♂,,
アオ ゴ ミムン ′猜′

オオサ カアオ ゴミム シ rヵ′βρヵデ′′, DFI′デ′
'ノ
/f/1「

キボシアオゴ ミム シ r力′♂例ヮゴコ上ダ pοすιデε♂ゴデす

,4, ムナ ビロアオ ゴミム シ D′r9θ″ゴIrs ser■θ,″デθ,,す
コガシラアオ ゴミム シ 働′zPθ″ゴュ, yariュ σO刃,デ I「 0 0 0

ア トワアオ ゴ ミム シ 2ra"′ ど, 1/θ ǵ才ゴゴFar ●

諄セ トック リゴ ミム シ %」9∫ 力θ′οヵメ0′ んす をο″勁 ,メ f ●

ドツプ ゴミムシ

霧
トゲア トキ リゴミム シ ′ρD力,デ r7デ′′,コ r/P′デっデr/pF ●

さズギ ワア トキ リコ ミム シ つっ″,オ デ́,tr″ ,テど,カデどつ′ゴゴ
`

●

よソア トキ リゴ ミムシ ∂}っゥ√r/dDぉο′′慶s 0

コル リア トキ リゴ ミム シ ιθうゴβ うゴrrJ9d 0

ジュウジア トキ リゴ ミム シ ιθうデ′ roι όttsfゴ♂′コ

ヤホシゴ ミム シ ,bデ直ir7 つr ttOttu′ 拘′, ●

アナヘ リア トキ リゴ

255 クロヘ リア トキ リゴ ミム じ

25G オオ ヨンアナア トキ リゴ ミム シ 跨rθ″, prPrrprar,
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No. 目・科・種名 種の学名

'十

広 ハンノ去 湿地 高茎 低茎 千葉レッド

タテス ジナガ ドロムシ 7/FJどρ′Orprtys ′θ″θ∫ιおβどvs 0 0 ● ●

タマ ムシ料

ヤマ トタマ ムう rち′ンfっ,ヵ rsa Fr/プ Fデ〃デ∫ditt rb′FrJガ♂ D

マスゲ クロホ シタマム シ θ確′ゴ♂ゴ♂ :す′2とβ

322 マサキナガタマムシ 〃雌■′vす θv97"ηデ
ウグイスナ ガタマムシ И臣‐〃 IIs ttpDθ∫オゴ7Lys 0

クロケ ンタマムシ か坊,,デfどデどrFS ど0'Fe′,Ord ●

クズ ′手 ド″マ ムゞ TP・,′ /1′ぐ ●

コウプチ ビタマ ムシ rrarヵ 7・
・
 brDLldfO/Pθ かゴr9θ

チシゲチ ビタマ ムシ Iaι力/d roうtysォコ

アカガネチビタマムシ 互́♂r/7た  休 rys力Inaθ 0

コ メツキムシ料

マケフケ ビコメン千 だっっ′っr/pr岨 と′″βιJ″

コ リ だr′ 7PJ,〃F カデヵっr/r/′ Lrd b力っ】
『
′♂s ● 0

ナナクシ ヒケ コ メツキ
=う
とrゴFtrs′ θ″rsゴ

クロツヤハ ゲコ メツキ 胎″′cr9っ】Jrtrs sθθθsstrd fθθθsstrd

腸 メゎ デ″ぐ屋 の 一 種 a?アつDデP/t 代れ

ヒメオオナガ コメンキ yaどθ́ ″″ ι∫υ々ゴ 0

オオナ ガコメンヽ RIn′ ,r,デθbο′どf rttbっ ′ゴr ●

ク ロハす コメツ
'

,ardiο″力prLrd ρ【n螂」d 0

剛
一顕
ク ロコハす コ メツキ Par2♂ ardioDhοrys ottθ

'Sコハす コ メツキ 胎Jβοをrdiο D/Portlt「 ,trF′コ才″∫

33電 アカア シハナ コメツキ Vを ど″″rふLrd βどデyと o′ ▼ゴカ′Or
ベ ニボ タル料

クロハナボ タル ア,士Frrjf♂っ′,oデカど4 ●

ツオブ シムシ科

カマ キ リケマ ゴカツオプ シムこ 肋 ḿaα′οd♂』 励́ Bっゴ′′βどrP 0 ●

ジ ョウカイモ ドキ料

ヒロオ ビジ ョウカイモ ドキ とaゴ Ivd カゴ∫なοr」ο 0

キアシオ ビシ ョウカイモ ドキ 豫デ″f ヵFaノゴθビri"ゴ ●

ケシキスイ科

ぞぢrDつ D/Jゴ 7は思 ♂力β′め,Lrd ●

FD″ r2r●2屋 の 一 種 ED′ア■,,η fれ ●

7メ ヒラタケ シキスイ 膚ぢつと0れじurina Dar/71P′ , ●

アカマゲラケ シキスイ β●デοどとεど′どfrd DゴσォLIS ロ

マルキマ ケ ラケ シキス ♂をっ′デ】O tta 17Ll′ どゴFυどオロ才β

ヨンボ シケ シキスイ y brDttοr /2つD/P′ ε」d ●

ネ スイムシ料

トビイ ロデ オネ スイ frDJ9ο ι9″口 つデθゴつ9, 0

ヒ メハすムシ料

ベニモ ンア シす ガ ヒメハす ム E //9と θ́ 0′ゴ虎r『 σOrοヵB ttrys 0

キ/ロ ア シナ ガ ヒメハす ム シ 胎 と,ぉο′ゴ肺/d 19,Dっ 0″メひdS ● ●

フタス ジ ヒメハナ ムシ υ′ゴbrys parttrr「 9pS
ぐナデ′ち″c層邑♂ら――謁麗 fナデデちyrt ミぅ

ホ ソヒラタムシ料

ミツモ ンセマル ヒラタムシ ,rD,′■■ オたデFr/をと,オ Lrd ● 0 ●

キスイ ムン斜

ケナ ガセマル キスイ イをorDzPrゴ♂力οrr′ JLガコ 0

コ メツキモ ドキ科

35? 井ムネ ヒ メコ メツキモ ドキ だ刀力r/PFォ〃●ヵ士́ デなつDF

ケシコ メツキモ ドキ

テ ン トウムングマ ン 4・I

ヨツボ ンテ ン トワダマ ン 湾ヵryアゎPI″ , PIデ rオr/f ″fデ,とデひどd 0 0

テ ン トウムシ科

クケホ シテ ン トウ ///peraspゴs ァβpon√θβ 0

セス シヒメテ ン トワ eゞDhV'つ
'ι
a質ェβどυd 0

ハ レヤ ヒメテ ン トウ P`ρr/r/pF♂ η助ヮvd 力prθ スβ 0

オオタヒメテン トウ 免/pr7ys r/0。 Dυ′′ユS) のうとβ」 ●

クロヒメテ ン トウ 勢切勁,Ird rPv′′vJ, んpο刀デθys ●

坊 ワ ム ラ ヒ メテ ン トワ S♂ッ″″ys rPr/′了y,ノ  オ,v割″」
「
β′

コクロヒメテ ン トウ ,ど /J2/P1/s rPLr′′E/d)っοsすゴ♂βゴゴs
ナガ とメテ ン トワ ξtt И

",r/●
rPr/ノ′LJ∫ノ ruFiσθDす

ヒメアカホンテン トタ rみ デァDrっr【.ミ ′〃レ9刀 2θ

アカホ シテ ン トワ ιカゴゴοじDrtrs rybデJLrS

ヨツボ シア ン トワ P/I IPnl,rrlc r

印
一Ｗ
一望

ムーア シ ロホ シア ン トワ ι彦′7デコЪ′♭θコryβノ "vメ r,

ナナホ シテ ン トワ ιbrr iPPca′′コ d9pオ p″ptlpr ιa ra

ナ ミテ ン トウ /1Pi肋●ヵ,刀 ,イアr'″デf ● 0

ジュ ウサ ンホンテ ン トワ 府 pDpβ駒″上9 traJθ♂r峰切け♂′F7´β ′ア″bθr′,々θ二
キイ ロテ ン トウ 工′′,デ dヂοθうθ′θゴ koFう 97θゴ ●

ヒ メカ メノコテ ン トウ iっD′ /,2 72,0,デどβ ●

377 ェ シュ ウヤホ ンサ ン トワ 肋デ′βσ力η, 7,々力け才ゴοεぢοpv/1tlオβttβ

メマ キム ン料

ク rrオ どケンマキムツ βお′′デr・p″デЯ っ′フ,/7オ
'

0

ウスチ ヤケ シマ キム シ 肋 ′デJガ r口瘤 Fybbつ sユ

ヤマ トケ シマ キム
',,7JPDあ

ナ/1,ア刀瞬 デ弁ヵっヵデ
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日・科・種名 種の学名
'十

広 ハンノヨ 湿地 高茎 低茎 千葉レッド

乃′FD″つrrro′ /ゴ dどθrPa属の一稲 V強ん o触orde′ガ s才働r9 ,a

チャイ ロヒメハす ノ Iσ′ゴpο∫ι,′,OJ, rο ss,っ′2

チ ャオ ビヒメハす ノ 1/rorJ9′ ′デββ br・ r/r7ヵ Fο rゴヵcどβ

カ ミキ リモ ドキ科

キ′ヽ ネ カ ミキ リモ ド千 Iメカ′,イカっr力 rsA ′″と,デ r,pヵヵデ, 0

アオカ ミキ リモ キ 1ね刀rヵοf/7r・9a rraケ θォカοv∫θデ
ア リモ ドキ科

キア シク ビボ ソムシ ″́�a拘可rt ttDD,デ ♂β 0 0
ガヵォ/1デ riJ` ォっ/Jデ r●( 0

ホ ツク ビア リモ ドキ ′b効ゴ♂ο″�尽 bra″力 r/s ωゴFFaデ 才′ ●

ヨツボ シホ ソア リモ ドキ P_qθをどb′θυιコノθLIS 1/r9′ FデD,` ●

ニセ クビボ ソムシ科

マダラニセ ク ビボ ソムシ P/J′ιοb,r/P,s py77r9bゴ′デ∫ すrr9つ LJ/arデd ●

ハム シダマ シ科

ハ ムシケマ た,rrrデ ,rr′ Fデ D,カカデ, 0

ヒグフ トハ ム ンダマ ン とぃroっ∫ ωtt θり,打′ゴ, ● ● ●

クチキムシ科

クチ キムシ 4′′θoυノ♂ 務o′♂ヵβri9 0
ウスイ ロクチキムシ ′θ♂EP/2 Fy″ デっ/′

ク リ/rロ クチキムゼ 写οrう9r9sr力 θ, 2θゴεLr/.7ry_4「 0

396 フナ ガタクチキムシ rぐ /D″デオη う/・〃アタrコ
ゴミム ンケマ シ料

スす ゴ こム シ亨マ 亡 Fρヵrl′ /JPD力 /●ア ●

ガ/マ イ ゴ ごムシケマ E ガ′っカデォοうゴvs どゴコDer,コυ∫
カ ミキ リム シ科

ノヨ千 リカ ミキ リ Prionas,,立rFttr,す  ′″,y′コr′ S 0

ヨツス シハす 力 ごキ リ ιeDι Vra O♂ hraθ oっrbすfゴとをrP οθ力raοθο_

ミヤマカ ミキ リ lrasd】θLFd raどどθゴ
コプス ジサ ビカ ミキ リ ′をデ″r/rr9 ァβっっ′,デ r/P

ア トモ ンサ ビカ ミキ リ P′prDノつカカメ/P Fォ ,,″ア′//9

ヒメ ヒグナガカ ミキ ツ ″bttοθ力D″I,ss腸 すιゴコιtrd ,ubrttsσゴβ ●

ハ ムシ糾

シ リアカマ メプ ウム シ /7′″′んデryす′′ぐ ″rんЯ,″ぐ 0 0
アズキマ メプ ウムシ じと′′osο bryc・/Pr/♂ θカゴ,θ,s,d
トゲアシク ビボ ツハ ムじ ιθ″β θOぉのηFP′β
ヤマイモハ ムシ とetta/1D,crttr2

キイ ログビナガハ ム シ とデ′デοθ9rP,ry窟∂才β
カシ フツツハ ムシ P/pどοθ9",′ ds,″ ォvノfrd
ハギツツハ ム シ rd ttuJデ ιys 0

4121 ムシク ソハ ムシ 9みダ,ヵデぐ〃ぐ ●

41RI アオバスサルハムシ Eβ qデ /ρ刀ナ, = 0

マケ ラア ラ〃サルハ ム E ЯttИοどinβ rをdοゴ♂r/7彦ぢ彦 ●

4 カサハ ラハ ムシ Яa″οどゴ/P2ヵο】θ,と,

な 7 ヒメ幸バスサルハ 立、シ み r/´ ,身 ぐ拗 刀ナ, ●

4 8 ヨモ ギハム シ 3 rゝ/Jο′デ″♂ β,r′ 》 β′σθβ
4 9 ンヽ ノキハ ム シ 汀Fθ′a,どゴca εοθ′Lr′θB ●

ウ リハ ムシモ ドキ 士π″r・カァ″ ″ρ,Paォ′デpF,

4 1 ウリハ ム ガ〃′βじOD力 0オa rと″。ィ♂ゴゴd ●

クロワ リハ ム ツ 汀JJア ,r・ r.ヵんrD 0 0
πttD`っ″́  F/"′デレっヵオrrJ 0

4241 /チ ゴハ ムシ F舞アρrr′ r・ρ′ア, どrデ●ρ(r,ヵ ●

4251 ホ タルハ ム シ |″b″っ′,っォ, ,デθ力csd ●

ョツポ シハ ム シ ら 丁́/yp分 ″胸ryrデ 7・ ァ 0 ●

πttβ /デrP rD切〃″p/P 0 ●

アオパ ノコヒゲハ ムシ Jp/7θ″orarFI メ,と Grmθゴデβ ●

1+1衛 屋 の 一 種

ホ ソル リ トビハ ムシ ″υ力訪 ο,コ′ぢゴL・a ttFErdと B拷
アカ/ロマル ノミハ ム t ′́ヨOD″, ,コカrど

'DLD刀

ヵデf 0

ヒメ ドウガネ トビハ ムシ r/И ,ォっr刀″  ′つ,,デ ,′ ,デrっアメデ●

ヒサ ゴ トビハ ムシ rちヵF・ォDr,p″β

アサ トビハ ムシ Ps″′′rっ」9, ,どιθヵy,オコ ●

ナ トビハ ム Pcレプ′デnttρぐ 几′′ヵ/・ナデF7・rD刀 ぐ ●

48[ アケ ビタマ ノ ミハ ム シ 囀,/jFFjrr9r/FI河
"´
′,カ デ,

4 ムネ アカタマ ノミハ ムじ SDね♂θ́οrtPr/22 つどβ湧】M″ ●

ヒメカメノコハムン 働Sfメわ つメ,9穂ι, 0 0 0

ヒゲナ ガゾ ウムシ科

ウスモ ンツツ ヒゲナガプ ウム じ ′
'771ナ

●

440 スネ アカ ヒゲナ ガゾウムシ 4」ぢ0とЮ DブS ″♂ιゴヵ々 v励 ●

コモ ン ヒメヒゲナ ガゾウムシ P/1,"ち デナ7・/1nデ ぐ σ〃ナナデFち  ́す″ナ子デお 0

キア シチ ビヒグナガン ウム】 r//Jrデ Fp′ ′,Prオっ■2/デF 0

オ トシフ ミ科

存 トン フ 4っっr/ervf r/rっ 。/car・trs・7 iekθ ′ゴ

メク ロオ トシノ ミ ′,οJertぉ (“轟0能,Ottrusノ  θr′ι力ro=ュJ ● ●

ゴツル ク ビオ トシプ ミ こwsAοιraど力θttrd rο っ′οyむデ ●

をシル リオ トシア 局′っヵt「と写切ηヵ士つ′,`ノ  f,ア rDヵ ryデ r/r/f ● 0 0 0

4471 ドウハマ キチ 茸ッキ リ 刀(,デ r/rJ力 1′ r,デ (β″ぐ ア/9r″ヵメ′,F●カカデぐ ●
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No. 目・科 ,種名 種の学名 針広 ハンノ去 湿地 高茎 低茎 千葉レッド

チャイ ロチ ョッキ リ ガ″ρ■っ′/Jデ′,″■ rr,つ′P激,Jr/Ff ●

ハ /イ ロチ ョッキ リ Irprぁっ′デF″″
`″
ア〃F ●

ホ ソクチ プウムシ科

アカクチホンクチプウムシ ′ヵメD″ IIユミρ〃r/r9,デ r・夕っォォρr力ρア江fノ D2/ノデ 0

ノウムシ料

チ ピメナガ ゾ ウムう ビ́′初 Iで ど,′υs s● 才t9rデ vs
か
'J/ロ
クチフ トゾ ウムシ ♂′′1,Dデ●どOmtrd εβJど rlヵ etrd D

オオ クチプ トゾ ウムシ 72rゴ r9bゴ′ゴd ●

カシ ワクチプ トプウムシ 散こ′οθθrLyd々 rデ∫θy∫ 0

シ ロコプ /ウ ムシ ″カデfO″腑  コ́rrゴ オ′s
4島 6 |サ ビヒ ョウタンノウムシ SreDゼ ′θVS r々ゴ sθrFd
クワヒ ョウタンプウムシ s♂ ,Drゴθv, デ,sy′arゴo
コフキ ゾウムシ �宝nβを力t7d お ,ιゴ″ ιv♂ ● ●

″子 rコ フ幸ソウムシ
『
デどοヵを カゴsoデ】y′ t/d

460 オオ タコプ ウム こ rrrperaっυηθιβすβ ●

ナオ さスシマル ゾワムシ P/И ,οっ力ο′Lld力 a io■ ●

カツオン ウム | デχLl` ′夕っ′θ∫dゴ 7θ′,′rrt「 ● 0

ホホ シ ロア シナガゾ ワムシ ,0′∫0ノObLrd θrr0 0

イネ ノ ウムざ 0

イネ ミズソ ウム E デqゃっr/PrJDオ ′́if つr′zつっカデノfy s ●

ムモ ン ノミゾウム】 砂
"o/P,ω“

駒′κ′」F′ ♂rFrrbttvd
P/1r/2σ力r47FJ7Lrd、 Orc力θ,ど F,ノ  /r7炒●77デθ郎

タバ グササ ラン ワム こ 9F2P,J72θ , rち dσユじLryarad

ン ロオ ビチ ビシギゾ ウムシ 今′rr′′′デっη/あっ′デとお♂どJd 0

タデ ノクチプ トサル ゾウムシ 9,inο″♂ds sゴカゴrゴσtrd ●

コグチャツツプウムシ Iα2rrデ′デ2 どp,Lrゴ∫を́ゴa ttβ ●

ア カコプ コプ プ ウムシ 修btrzo reひ と,rつ sttrデ♂

ウンモ ンナ ガクチカクシゾ ウユ 7/拷ご力κ
"eruす

vIP72●/J f7翔文
"

・ 力 /ム →/1NI

/′アρ力っrr′
` nれ

0

ミフシハバチ科

ウンモ ンチ ュウレンジ ガrFF ァOヵβ∫ゴ ●

ハバチ科

ハ ク ロハ 汀′ゴrt,ど Eld ノtrひとゴJ9r ●

477 ニホ ンキ′ r/rDr・β″″ぐ 務Dつカデ′″f 0
コマユバチ科

Bracon″ 氏θ,――巧芭 ●

カモ ドキパ チ市科の一種 PbFzPど了ヵβ,sb ● ●

Phnれ OrOiOma厚量θリーー烹霞 P/И ttρ っ́ォっ″, ミn

サ ム フイ コマユハナ里科 f/J 0 0

フチ ガシラコマユバ チ市科の一 8彦′rっヵデ刀r9っ sn ●

ヒメ′`チ利

フンダカ ヒメバチ亜料の 種 ●

4R4 チ ビア メバ チ市科の一種 prj″デ ●

EnicosDiluS′ 為υ9-一和彊 カカデ,D(Dデ′〃F Sう

Meto131us振量,9-一莉醍

ノマ グロケ ンヒメノ` チ ∫bブ′οp才 9roJP ,pゴ θttFrs

μ メパ チ巾料の一 ffu rr/P/Jっ u"O″′ヵβθ S0 0 ●

カギバ ラ′ヽチ科

キス ジセア カカギパ ラバチ PbθどデノοFrDJ9β′Of r汐 ,θ rβ ′β ゴ々bv/Jf77'ゴ D

エヤ ドリク ロハす科

ハエヤ ドリクロパタ料の一極
'デ

,D′デ,pttP so 0 ● ●

ダマ コク ロハす科

タマゴクロバチ科の一種 Cr・ pア デ/Dカ デわ´ ● ● ●

ヒグナ ガクロバタ村

ヒゲす ガク ロハす科の一種 rL′,7・ /Jヵ oヵ ,ガかF 代わ ●

ア シフ トヨハナ科

子 ビツヤ アシプ トコバチ ガ,′ όθθp力 r7′VJ アrtpο,デευ∫ 0

す ガ コ バ t升声|

マツケムシハネ ミシカダマ ゴノ 汀19コ dと,ど rys ,々す とroDBθ力βθ ●

'マ
ゴコノ`チ料

ダマ ココノ` ナ科 の一種 ●

サイ タマハケ
～
ト

49AI サ/'マ バチ料 の一相 たデοっとary βttθ  so 0

ヤ ドリケマバチ料

ヤ 1'タ マバ チ糾の一相 Fデ♂ゴ′デガ拷P Aぅ 0

マ キア リガタバチ aっヵ,っzュg アr9DOカク♂υ∫ 0

Pち 7r,■ ,′農hend′ ∫ ●

ア リバチ科

ヤマ トア リバチモ ドキ ●

コツチバチ科

501 Dhia夕覧σ9-―和雖 Tデ′,カデ豫 ミn ● ●

502 アカス ジツチパチ 笏rデ刀っfrr,ア メrl ヵP/β〃っsっ
"β
 r務よrデ′′β′r9 ●
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オ,aη rPυど,か♂

ォera"rs・/Prブ

コシ ロアシ ヒメハマ

ロクモ ヒロズ コ

マルハ キバ

179



No.| 目・科・種名 種の学名 針広 ハンノキ 湿 地 高 茎 低 茎 千葉レンド

nぉ 属 の 一 17r.●〃デヵr・P FD ●

シロオ ビノメ 〃,っ″例,ゴa r?θvr′β′ゴd 0

56互 ツテ ンノメイ Vttbra c力 rtrο′,′β′ゴs ●

ワモ ンノメイガ ,moDカ ゴ′コ ヵοεォtrθ′′2

'メ
イ ガ ミゝォ′メヵ,, Isrβ力〃′βゼデ, stlb′,r9じ′J,ど,

島6昂 ロオ ビノメイ ガ P,CAfl拗
"″
″′力e鸞どコ ●

モンシロル リノメイガ r/redゴDヵゴを, triθοFοr ●

メイガ料
ハス ジフ トメイ bデ ′θ′)12 】p,どをと♂ ●

グロフ トメイガ 五ρDデ r/Dビ、a,オ rデみ脱 ゴデd
Б691ウ スベ‐ トガ リメイガ ′ち/rJ′ rデ r/P2 っアメヵ,r・っ″メデ

`
0

S701ナ シモ ンク ロマ ダフ メイ刀 汀crob,s′ す うθゴノv′θゴゴβ ●

シャクガ料

ベニ ヒメシヤク rJ2θzP″Lfry ε,ど,

57琵 ナ ミスシチ ビヒメンヤク STD力〃′β Dっ rFp刀,とコ

コスジシロエダシャク β身方Px, ヵ〃́〃F ●

ス ス メガ料

クチバスズメ frar』″ba Fヵθrοカゴvd ●

ヒ トリガ料

ョツボ シホ ソパ Lゴ才力ο,デコ θttJr2 ●

ヤガ科
57C オオパ コヤガ

シロモ ンヤガ /Pf′ ,, ぉヵ,す rr〃″

ョ トウガ ra/29stra bras,デ θf99

フダテ ンヒメ ヨ トワ 協″デデヵを あゴFvどを才7コ

スジキ リヨ トウ rraiβ  ttρヵォ,77tオ r● ● 0

ヒメネ ジロコヤガ 跨′デt9ι ι力β ,ゴ ″々ゴFara 0

ホシヨヤ ガ り彦arbβ  DvrPじと,Ferp 0

属RЯ シロフコヤ ガ proをつ】θ′ιοιθ DrFartta D

クゲ コ ノハ F́DDと ,Ir9 ,rypο D

ウス ク ロアツパ ア身,4/つす力,ォカ″ FrypDf/1 ●

586

判朔 理艦 解 期 鶏 期 跳 馴 鰯 弊 鉛だ線 船 離 Iても同様であ乱
3)針広と1ま針葉樹と広葉樹の混交林のこと。
4)ハンノキとはハンノキ林のこと。
5)高茎とは高茎草地のこと。
6)低茎とは低茎草地のこと。
7)千葉レンドとは「千葉県の保護上重要な野生生物 千葉県レッドリスト(動物編)<2006年改訂版 >」の該当種で、そのカテゴリーを示

‐
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